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表紙の絵
高速イオンの軌道と磁気面にはずれがあり，プラズマ加熱・電流駆動計算には軌道の評価が重要である．軌道を追跡して求める（図の青線）
のが直接的であるが，計算時間がかかる．そこで軸対称配位で利用可能な解析式を用いて求めた（赤マーカー）．非捕捉（a，b図）・捕捉
（c図）粒子軌道共に，小半径の1%未満の差であっており，加熱・電流駆動評価に十分な精度である．計算時間も1/100程度ですんでいる．
この利点を活かしモンテカルロ法によるコードの高速化を行った．
（Kouji SHINOHARA et al., Plasma and Fusion Research, Vol. 20, 1403017 (2025) https://www.jspf.or.jp/）
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